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  ハイフレックス型授業※注２（以下では HF 方式）とは、対面とオンライン授業のハイブ
リッドで、かつ柔軟な授業である。もともとは、今世紀の初めにサンフランシスコ州立大
学の Beatty 教授が、大学院での授業で試みた方法の名称である（Beatty,2020) 。HF 方式
では、対面とオンラインとどちらの方式で授業に出るかを学生が選べる。「両方」という





ぞれに名前がつけられている。たとえば Blendflex, Flexibly Accessible Learning Environment 
(FALE)などである（Beatty,2020)。
  HF 方式と呼べる条件としては、１）教室と最低でも一つのオンラインという少なくと
も２つの学習への道筋があること、２）これらの学習への道筋の中での学生の選択（柔軟
性）を常に支援し続けていること、である（Beatty,2020)。





















































た PC には DVD プレーヤーがついていなかった。このため、そのままでは DVD 教材を画
面共有機能で見ることはできなかった。 









 ②  BRD による講義 
















 ③ プロジェクト 












 第一に、班編制の方法である。班員を固定してすすめる PBL なので、毎回同じメンバー
で班を構成する必要がある。この BO での操作がなかなか大変で、プロジェクト２回目以
降では手間取ってしまった。 






  発表時の機器設定など 学生が発表でパワーポイントを用いる時、通常は自分の使い慣
れた PC を持参して教室のプロジェクターにケーブル接続する。しかし今回は、ZOOM の
関係もあって、発表者が USB メモリーを持参して常設の PC に接続する方式で統一した。 
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  また、画面共有が誰でもできるようにホスト側で設定をしておけば、ZOOM の参加者も
発表は問題なくできる。その際、音声も大教室の後ろまで十分聞こえる場合が多かった。
発表時間も、ほぼ 15 分におさまった例が多く、なんとか 90 分×３回の授業時間で 14 件（教
室で９件、ZOOM が５件）の発表ができた。 
   
  ④ 授業評価の結果  
 本科目は、学生による授業評価の対象科目であった。この結果を見ると、全体としての
評価は、例年の筆者の対面授業とほぼ変わらない水準であった。（回答者数 75 名で、全項






 ・ZOOM と対面の両方の授業形式を用意していたので良かった。 
  一方、ZOOM の参加者からは不満の声も出た。自由記述では、たとえば次の通りである。 









                                          
３．オンデマンド授業の活用 

































 ４．HF 方式の課題 
  HF 方式には、柔軟性という強みがある。本稿の執筆時点では、新型コロナ感染症の状
況も、一進一退が続いていて今後も油断はできない。対面授業をしていても、突然に状況
が悪化して、再び遠隔授業に変更することもあり得る。その点で対面授業を実現しつつ、




















  そこで少なくともこの方式に慣れるまでは、HF 方式は少人数授業のみとか、限定する
方が良い。そして可能なら、多人数の授業で HF 方式を用いる際には、TA などによるサポ
ートをする。TA の活用は HF 方式に限らず、従来からもその必要は指摘されていた（宇田、
2018）。実際、多人数講義には TA をつける体制を取っている大学もある。             
        



















 ③ 受講生は教室に残る選択をするのか？ 















  HF 方式の授業に関して、今後より詳細なデータを取る必要がある。 
 
 おわりに    












 そこで、より自然に、気軽に HF 方式の授業ができるしくみが求められる。例えば先述
の通り自動追尾カメラなどあれば、人手を増やさずに映像配信の質は向上する。 










              






流である、と言われている(2020 年 12 月６日、毎日新聞）。なお、メディア授業とオン
ライン授業、オンデマンド授業の違いについては宇田（2021）を参照。複雑になるので、
これらを単に「非対面授業」と総称している例もある。 
 ２  ハイフレックス型授業 Hybrid-Flexible （ハイブリッドで柔軟）の略で Hyflex であ
る。Beatty(2020）では student-directed hybrid class と表現されている通り、学生側で授業方
法を選択できることが、ポイントとみなされている。He, W., Gajski, D., Farkas, G., 
Warschauer, M. (2015）は H と F との順序が逆で、Flexible Hybrid と呼んだ。(著者はカリ
フォルニア大学アーバイン校の教員)。現状では、簡明な Hyflex との呼び方が有力のよう









  ４ プロジェクト テーマとしては、校則、教員の勤務（長時間労働）、いじめ問題、
給食などがあった。発表準備に２回、発表に３回の授業時間を当てた。 
 ５ 巡回サポート 実際、最初は設定がうまくできず、度々サポートを得た。幸い大教
室には内線電話が設置されている。筆者は講義開始 30 分前に入室して、設定がうまく行か
ない場合は、学内の情報センターからサポートに駆けつけてもらった。特に、最初の数回
では、ZOOM ミーティングを開始するのに手間取った。研究室の PC では問題なくできる
ことが、教室の PC ではうまく進まないことが何度かあった。 
 授業中は、情報センターの職員が ZOOM に適宜入って、進行状況を確認した。このため、
ZOOM の画面では受講生のほかに「巡回●●」という参加者名が加わっていた。 








択肢を指定して、任意の BO ルームへ班員が自ら移動できる。 






８ AV 教卓  本教室は前面中央にホワイトボード（上下２段）があり、その前にス
クリーンが降りてくる形である。スクリーンが降りている時には、両サイドにある補助の
ホワイトボードを使用する。カメラはスクリーンを中心に撮影するようにセットされてい
る。側面には AV 教卓があって、ここに PC が置かれている。 
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